
高精度化とコスト低減を目的として
ダム等の深浅測量装置の導入による事業拡大
GPS・ソナーを搭載した「自律走行無人ボート」を導入することで精度の高い測量業務を実現し、同業他社より優れた技術で高品

質のサービスを提供する事により事業の伸長を図る。

1 本事業への取り組みの経緯
ダム等の深浅測量業務において、従来は「有人ボート」で最少所
要人員4名により測量しているが、レタリングによる測量が基本で
人的能力に頼る面が大きかった。そのため人件費がかかる上、高
品質なデータを提供できるかが課題であった。こうした中、品質低
下及び作業人員の転落等の運用リスクを回避し、コスト競争力の強
化を図ることを目的に本事業に取り組むこととした。
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2 実施内容
事業を実施するにあたり、既存業務に支障なく新技術導入から

実用段階まで到達するため、人的・時間的ゆとりを持った運用計
画・計画進捗及び管理体制の構築を検討した。
続いて、GPS・ソナーを搭載した「自律走行無人ボート」を導入し、
納入業者技術者の指導の下、現地にて操船技術の習得、データ取
得専用ソフトの操作及び現地測量で得られたデータ解析処理の技
術習得を行った。さらに有人ボート使用と無人ボート使用によるシ
ミュレーションを実施し比較検証を行った。また、技術セミナー等に
おいて、習得した新技術の周知活動を幅広く実施した。

3 取組成果・波及効果
業務受注時における工程をシミュレーションし、従来手法による

業務遂行時の所要人員とコスト試算の上対比し、課題であるコスト
低減がどの程度計られるか検証、低減が図られている事が確認で
きた。また、得られるデータ精度が高く、従来手法と比べて遜色な
い事も検証の上確認することができた。
高精度な測量結果を必要とする民間事業者から多くの問い合わ

せがあり、現実として業務受注に繋がっており、今後の伸長が期待
できる。

代表取締役社長

中島 一敏

今後の展望・活動予定は？
既存インフラの維持管理意識の高まりを受け、

高精度な測量成果はもとより「経年変化の管理」

等従来の手法では困難であったニーズが生まれ

てきています。さらに、データ収集・分析において、

コストを抑えると同時に高精度で信頼性の高い技

術に注目が集まっています。本事業はこの様な情

勢に対応し貢献できる事業として、今後も効率的・

効果的に営業・測量活動していく方針です。

事 業 者

株式会社地域開発

代 表 者

中島 一敏

所 在 地 等

〒850‐0022 長崎県長崎市馬町56
TEL095‐820‐8430
FAX095‐820‐8431
http://www.chiiki-kaihatsu.com
yokota@chiiki-kaihatsu.com

設 立 年 月

昭和47年12月

資 本 金

10万円

業 種

建設コンサルタント

従 業 員 数

19名

チャレンジする力が未来を開く！
Open challenge to force the future
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